
　「心」はどこにあるのだろうか。幼い子に尋ねると、

だいたい胸のあたりに手を当てる。小学生の高学年

頃になると、頭部を指す子どもが増えてくる。思考

や記憶や感情を頭の働きに結びつけ、次第に脳の機

能に関心が向けられるのであろう。

　沖縄の民間信仰では、魂（マブイ）が人の体内に

宿り、生命や精神活動をつかさどっていると考えら

れてきた。マブイと身体は普段はともに機能し合っ

て心身の健康を維持している。ところが、転んだり、

何かにひどく驚いたり、事故に遭ったり、悲しい出

来事を経験したりすると、マブイが体から離れてし

まうことがある、という。マブイが抜け落ちると、

とたんに体がだるくなる、何かを非常に怖がる、眠

れなくなるなど困った状態になる。落としたマブイ

は、一刻も早く元の体に呼び戻さなければならない。

そのための御願（儀礼）が「マブイグミ（魂込め）」。

魔よけや、線香などを用意し、マブイを落とした場

所に身内の者（親）が出向いて拝みの言葉を唱え、

寝巻きにマブイを乗せて持ち帰り、その寝巻きを本

人に着せて、魔よけを頭の上で廻したり、塩を頭に

すり込んだりして、額や背中をトントンとたたくと、

マブイが戻るという儀式である。

　子どもに心身の不調が生じ、病院の検査で身体的

に深刻な問題はない、と判明した場合、「心の問題」

と告げられてカウンセリングを勧められることがあ

る。原因不明の頭痛・腹痛、何かに怯えているよう

な突然の夜驚、不定愁訴による登園しぶり・不登校

など。このような症状の原因が「心の問題」と指摘

されると、それは、子どもの心の弱さなのだろうか、

親の子育てのまずさなのだろうか、と多くの親子が

困惑する。

　「自分はダメ」「私が悪い」といった思いにとらわ

れている子どもや親御さんに元気になってもらうた

めには、「問題の外在化」という技法が役に立つ。

例えば、いつもお漏らしをしては怒られているＡく

んに対してカウンセラーが、「遊びに夢中になって

いると、どこからか『いたずら小僧』がやって来て、

知らない間に『やっちまえ』って命令しちゃうんだ

ね。」というふうに声をかける。一方、暗い顔をし

た不登校のＢちゃん親子。親御さんは、自分のしつ

けが悪いのでＢちゃんが登校できないのでは、と悩

んでいる。カウンセラーは「Ｂちゃんや親御さんが

悪いのではない。学校に行けないのは、Ｂちゃんを

学校から遠ざけようとしている『虫』のせい。だか

ら『虫退治』の作戦を立てましょう。」などと提案

してみる。

　Ａくんの症状消失、Ｂちゃんの登校に至るまでの

カウンセリング経過については、ここでは省略する

が、大事なことは、遺尿や不登校を「いたずら小僧」

とか「虫」のしわざと意味づけることで、「心の問題」

を「外」に切り離すことである。内側ではどうする

こともできない問題でも、外にあれば、自分で眺め

ることもできるし、親やカウンセラーと一緒に解決

に向けて対処することも可能となる。

　さて、「マブイグミ」の儀式をこのような視点か

ら見ると、見事な「外在化」の構造に気づかされる。

マブイが落ちた状態とは、恐怖、不安、情動が強く

揺さぶられるような驚愕体験の後に表れる心因反応

と解釈できよう。心の変化や異常体験を霊的なもの

と結びつけてはいるが、いわば「心の問題」である。

しかし、マブイを「落とした」という表現で、内か

ら切り離して「外」に置く。さらに、周囲の身内が

協力して、落としたマブイを大事に大事に持ち帰っ

てくる。本人をとがめることなく、丁重な手当てが
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なされて、マブイは元に納まる。心の内と外とをつ

なぐ優れた営みが、このようなしきたりとして永く

続いてきたことに、改めて沖縄の民間信仰の奥深さ

を思い知る。

　ところで、沖縄のこうした伝統的な考え方が、現

代でも通用するのだろうか。大学の講義時間に、学

生に「マブイグミ」の経験を尋ねてみた。乳児期・

幼少期のことは本人の記憶にないかもしれないの

で、家に帰って家族に尋ねるよう依頼した。すると、

半数以上の学生が「マブイグミ」を自分自身で経験

したり、周囲で見聞きしたりしたことがあると回答

した。また、数名の学生は、今でも転んだり驚いた

りしたときに、「マブヤー、マブヤー、ウーティクー

ヨー（魂よ、魂よ、追いかけておいで）」と唱える

習慣が身についていて、折にふれて口にするという。

「マブイグミ」を体験した若者たちがやがて親にな

り自分の子どもを育てるとき、特に泣き止まない夜

泣きに困ったときなどに、彼らは自分がされてきた

ように「マブイグミ」を行うのかもしれない。沖縄

のしきたりの中で、健やかな子どもの成長を皆が見

守っていくことだろう。

参考文献

大橋英寿．沖縄シャーマニズムの社会心理学的研究．

弘文堂．1998

高橋恵子．暮らしの中の御願　沖縄の癒しと祈り．

ボーダーインク．2003

比嘉淳子．沖縄 暮らしのしきたり読本．双葉社．

2008

児島達美．可能性としての心理療法．金剛出版．

2008

沖縄の小児保健2


	002井村弘子（41号）



